
によるセンチピードグラスいもち病(新称)の発生とイネへの感染能Pyricularia oryzae

［要約］滋賀県においてセンチピードグラス苗にいもち病に酷似した病害が発生し

た。病原菌は と同定されたので本病をセンチピードグラスいもちPyricularia oryzae

病と命名する。室内での接種試験では、本菌はイネに対して病原性が認められない。
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［背景・ねらい］

センチピードグラスは、雑草抑制を目的として植栽されるグラウンドカバープランツで

ある。現在、本県の水田畦畔では20ha以上で植栽されている。2003年6月、本県内のセンチ

ピードグラスのセル苗にいもち病と酷似した病害が発生したので、その原因を解明する。

［成果の内容・特徴］

①．病徴は、初め円形ないし楕円形で灰色の水浸状病斑が形成され、後に楕円形ないし長

紡錘形で中央部が灰白色、周縁部が紫褐色の病斑となる（図１）。病勢が著しい場合

は、葉の先端がねじれ、枯死することもある。

②．センチピードグラスに発生した病斑から、同一種と考えられる 属菌が高いPyricularia

頻度で分離される。その病原性を接種試験により検討したところ、病斑を再現でき、

かつ病斑から接種菌と同一と考えられる 属菌が再分離される。Pyricularia

③．本菌は、菌糸に隔壁があり、PDA培地上での菌叢ははじめ灰白色、後に褐色をおび中央

部は黒褐色になる。分生子は無色で洋梨型、３個の細胞で構成され、着生基部に臍が

あり、大きさは平均28.3×9.8μmで分生子柄の先端に１から10数個が頂生する（図

２）。これらはイネいもち病菌とほぼ一致する（表１）。

④．本菌のBeta-tubulin遺伝子断片のPCR-RFLP解析では、イネいもち病菌をはじめとする

栽培植物寄生菌群と泳動パターンが一致する。rDNA-ITS2領域とBeta-tubulin遺伝子断

片の塩基配列を決定し、既知のいもち病菌と比較すると、イネいもち病菌と100%の相

同性を示し、栽培植物寄生菌群と高い相同性がある。これらの情報を基に系統樹を作

Pyricu成すると既知の栽培植物寄生菌群とクラスターを形成する。以上より本菌は、

と同定できる（図３）。laria oryzae

⑤．本病は我が国で未報告の病害であり、病原菌が であることから本Pyricularia oryzae

病名をセンチピードグラスいもち病(Blast of Centipedegrass)と命名する。

⑥．実験室内での接種試験において、本病原菌はイネに病斑を形成しない。一方、イネい

もち病菌はセンチピードグラスに病斑を形成しない。

［成果の活用面・留意点］

１．本病害はセル苗でのみの確認である。

２．育苗施設などでの高温、高湿度は本病の発生を助長する。

３．発病苗を畦畔に移植すると病勢が衰えることが認められている。



［具体的データ］

図１ センチピードグラスのセル苗に 図２ センチピードグラスから分離された菌
発生した紡錘形の病斑 左.分生子の着生状態(スケール 20μｍ):

右．分生子(スケール：５μｍ)

表１ いもち病菌の比較

図３ いもち病菌の 遺伝子の塩基配列を基にして作成した系統樹Beta-tubulin
注)図中の数値はローカルブートストラップ確率を示す。その他外群は不完全世代の学名を図中に記した。
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色 隔壁 形状 色 大きさの範囲 (μｍ) 長さ/幅 着生状態 色 大きさの範囲 (μｍ)
センチピード
グラス
無色 有

灰白色
後に黒褐色

洋梨型 無色
長さ 26.3～30.0
幅 7.5～11.3

2.9 頂生 無色
長さ 96.3～120.4
幅 5.0～5.5

イネ 無色 有
灰白色
後に黒褐色

洋梨型
オリーブ色
または
無色

長さ 14.0～32.0
幅 5.0～12.0

2.9
～3.0

頂生
または
側生

無色
または
暗色

長さ　80～160
幅　4～6

注)イネいもち病菌のデータは「稲いもち病」1987,養賢堂より抜粋した。

宿主名
分生子 分生子柄菌糸

菌叢

Pyricularia salvinii
Pyricularia rhizophila
Pyricularia poae

91 Pyricularia rhizophila 

Digitaria smutsii (JP34)
Digitaria horizontalis  (Py-D) メヒシバ属

Digitaria  sp. (81T4，91T16)

Oryza sativa （A119） イネ

64 Eleusine　indica （C10，T28） オヒシバ

Eleusine coracana （1122，RW12） シコクビエ
Lolium perenne （303，365） ペレニアルライグラス

Eragrostis curvula （Nl909） ウィーピングラブグラス

Eremochloa ophiuroides （5，14） センチピードグラス
Oryza sativa
（A347，Guy11，R707-1E，ML-56，BK-6，
BK-19，R694-2b，A598，A264， ML-91）

Setaria  sp.（G48，1152） エノコログサ属

宿主学名(菌株名) 宿主和名 いもち病菌学名

Eragrostis curvula （K76-79）

100

100

100

100

64

その他外群

P.grisea

P.oryzae
(栽培植物
 寄生菌群)

ウィーピングラブグラス

イネ




